
健
康
ガ
イ
ド

★
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎
２
４・１
３
８
６　
FAX
２
４・４
６
３
８

★
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎
４
３・６
６
５
５　
FAX
４
４・１
４
９
２

★
健
康
診
査
や

が
ん
検
診
が
無
料
に
！

　

健
康
診
査
や
が
ん
検
診
は
、
次
の

①
か
ら
④
に
該
当
す
る
場
合
に
負
担

金
が
無
料
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

②
か
ら
④
は
証
明
書
等
が
必
要
で
す
。

①
満
70
歳
以
上
の
方

②
健
診
（
検
診
）
日
現
在
、
生
活
保

護
法
に
よ
る
被
保
護
者

③
当
該
年
度
分
市
町
村
民
税
非
課
税

世
帯
（
世
帯
員
全
員
が
非
課
税
）

④
障
害
者
手
帳
等
の
重
症
判
定
者

・
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
・
２
級
）

・
療
育
手
帳
（
Ａ
・
Ａ
）

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳（
１
級
）

※
②
該
当
者
は
市
役
所 

社
会
福
祉
課

で
、
③
該
当
者
は
市
役
所 

税
務
課
・

総
合
支
所 

市
民
窓
口
課
で
証
明
を
受

け
て
、
健
診
当
日
持
参
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
各
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ

り
ま
す
。
④
該
当
者
は
、
健
診
当
日

障
害
者
手
帳
を
持
参
く
だ
さ
い
。

※
③
④
に
該
当
す
る
場
合
で
も
、
特

定
健
康
診
査
を
受
診
す
る
方
は
有
料

に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○

★★

★
ダ
イ
エ
ッ
ト
倶
楽
部

梅
コ
ー
ス
参
加
者
募
集

★
特
定
健
康
診
査
・
健
康
診
査

八
郷
地
区

11
月
４
・
５
日

項
目
負
担
金

（
70
歳
以
上
は

  

無
料
）

・
特
定
健
康
診
査
（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
）

　

40
～
69
歳
…
１
０
０
０
円
・
70
～
74
歳
…
無
料

・
健
康
診
査

    

後
期
高
齢
者
（
75
歳
以
上
）
…
無
料

    

39
歳
以
下
（
保
険
区
分
は
問
い
ま
せ
ん
）
…
２
０
０
０
円

　
　

※
申
し
込
み
が
必
要
で
す

・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
（
40
歳
以
上
・
保
険
区
分
は
問
い
ま
せ
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
３
０
０
円           

︻
健
診
日
・
会
場
︼

健
診
日

会
場

11
月
４
日（
火
）
園
部
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

５
日（
水
）
東
成
井
田
園
都
市
セ

ン
タ
ー

︻
健
診
実
施
時
間
︼

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

※
40
～
74
歳
の
方
が
特
定
健
康
診
査

　

を
受
診
す
る
場
合
は
、「
特
定
健

　

康
診
査
受
診
券
」
と
「
保
険
証
」

　

が
必
要
で
す
。
無
い
と
受
診
で
き

　

ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず
に
持
参
く

　

だ
さ
い
。
国
保
以
外
の
方
が
市
の

　

特
定
健
診
を
希
望
す
る
場
合
は
、

　

石
岡
市
の
集
団
健
診
が
受
診
可
能

　

か
、
加
入
の
健
康
保
険
組
合
等
に

　

確
認
く
だ
さ
い
。
負
担
金
に
つ
い

　

て
も
、
併
せ
て
確
認
願
い
ま
す
。

︽
特
定
健
康
診
査
・
後
期
高
齢
者
の

健
康
診
査
を
未
受
診
の
方
︾

　

受
診
券
の
有
無
を
確
認
し
、
こ
の

機
会
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
診
券
が
無
い
場
合
は
、
市
役
所 

保
険
年
金
課
ま
た
は
保
健
セ
ン
タ
ー

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
心
の
悩
み
の
相
談
を

受
け
付
け
ま
す

　
「
う
ま
く
眠
れ
な
い
」「
気
分
の

落
ち
込
み
が
続
い
て
い
る
」「
外
に

出
る
の
が
怖
く
て
家
に
閉
じ
こ
も
っ

て
い
る
」
な
ど
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？ 

精
神
保
健
福
祉
士
が
心
の
悩
み

に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、

家
族
や
関
係
者
か
ら
の
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。

●
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

・
毎
月
第
３
月
曜
日

　
（
午
後
１
時
30
分
～
）

　

11
月
17
日
・
12
月
15
日

●
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

・
毎
月
第
１
水
曜
日

　
（
午
後
１
時
30
分
～
）

　

11
月
５
日
・
12
月
３
日

　

ピ
カ
ピ
カ
歯
み
が
き
教
室
の
申
し

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
こ
の
教
室

は
、
毎
月
実
施
し
て
い
る
２
歳
児
母

子
歯
科
健
診
と
同
時
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

︻
日
時
︼
11
月
12
日
︵
水
︶

　

受
付 

午
後
１
時
30
分
～
２
時

︻
定
員
︼
15
人

︻
内
容
︼

　

歯
み
が
き
指
導
と
フ
ッ
化
物
塗
布

★
ピ
カ
ピ
カ

歯
み
が
き
教
室

石
岡
地
区
・
11
月
12
日

︻
対
象
︼

　

永
久
歯
の
生
え
て
い
る
未
就
学
児

︻
会
場
︼
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

※
八
郷
地
区
は
、１
月
に
実
施
予
定
。

　

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
11
月

10
日
か
ら
開
催
す
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
倶

楽
部
︻
梅
コ
ー
ス
︼
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

　

な
か
な
か
や
せ
な
い
方
、
絶
対
に

や
せ
た
い
方
、
メ
タ
ボ
が
気
に
な

る
方
は
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。
筋

ト
レ
・
ヨ
ガ
・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど

を
取
り
入
れ
た
ダ
イ
エ
ッ
ト
倶
楽
部

で
、
楽
し
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ

ん
か
？ 

運
動
だ
け
で
な
く
食
生
活

の
ア
ド
バ
イ
ス
も
し
ま
す
。

　

ま
た
、
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
の
健

康
ク
ラ
ブ
︻
初
心
者
向
け
︼
や
八
郷

保
健
セ
ン
タ
ー
の
健
康
ク
ラ
ブ
︻
初

め
て
コ
ー
ス
︼、︻
メ
タ
ボ
改
善
コ
ー

ス
︼
も
参
加
受
け
付
け
中
で
す
。

︻
日
程
︼
※
月
曜
日

①
11
月
10
日　

初
回
面
談

②
12
月
１
日
・
③
12
月
８
日

④
12
月
15
日
・
⑤
12
月
22
日

⑥
１
月
19
日　

最
終
面
談

︻
対
象
︼
６
回
す
べ
て
参
加
で
き
る
方

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

広報いしおか　№７４　２４



★★
★
メ
タ
ボ
対
策
の
た
め

保
健
指
導
を
！

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
40
歳
以
上

の
特
定
健
康
診
査
受
診
者
で
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
項
目
に
つ
い
て
注
意
が
必

要
な
人
を
対
象
に「
メ
タ
ボ
通
信（
保

健
指
導
の
お
知
ら
せ
）」
を
送
付
し
、

保
健
指
導
を
受
け
る
こ
と
を
勧
め
て

い
ま
す
。
メ
タ
ボ
通
信
を
受
け
取
っ

た
方
の
多
く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の

★
献
血

11
月
10
日
（
月
）　

石
岡
市
役
所

・
午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　
　

正
午

・
午
後
１
時
～
４
時

●
11
月
の
休
日
診
療
当
番
医（
外
科
）

　

変
更
の
お
知
ら
せ
●

　

広
報
い
し
お
か
10
月
15
日
号
の
９

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
休
日
診
療

当
番
医
（
外
科
）
の
一
部
に
変
更
が

あ
り
ま
し
た
。

・
16
日
（
日
）

【
変
更
前
】
渡
辺
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　

☎
２
６
・
７
６
３
３

【
変
更
後
】
石
岡
循
環
器
科
脳
神
経

　
　
　
　

  

外
科
病
院

　
　
　
　
　

☎
５
８
・
５
２
１
１

※
こ
れ
以
外
の
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
１
人
分
：
エ
ネ
ル
ギ
ー
97
㎉
、
塩
分

０
ｇ
）

◆ 

材
料
【
４
人
分
】

か
ぼ
ち
ゃ
１
２
０
ｇ
・
バ
ニ
ラ
エ
ッ
セ

ン
ス
少
々
・
牛
乳
２
４
０
cc
・
粉
寒
天

２
ｇ
・
砂
糖
30
ｇ

◆ 

作
り
方

①
か
ぼ
ち
ゃ
は
一
口
大
に
切
っ
て
蒸
し
、

裏
ご
し
し
て
お
く
。

★
幸
せ
は
食
事
か
ら

か
ぼ
ち
ゃ
の
よ
う
か
ん

②
牛
乳
に
粉
寒
天
、
砂
糖
を
入
れ
、
火

に
か
け
て
弱
火
で
煮
溶
か
す
。
１
～
２

分
間
程
度
沸
騰
さ
せ
る
。

③
裏
ご
し
し
た
か
ぼ
ち
ゃ
の
中
に
②
を

入
れ
て
よ
く
混
ぜ
、
バ
ニ
ラ
エ
ッ
セ
ン

ス
を
た
ら
し
て
型
に
入
れ
、
冷
や
し
固

め
る
。

◆ 

ポ
イ
ン
ト

　

か
ぼ
ち
ゃ
は
、
裏
ご
し
の
ほ
う
が
な

め
ら
か
に
仕
上
が
り
ま
す
が
、
つ
ぶ
す

だ
け
で
も
簡
単
に
お
い
し
く
で
き
ま
す
。

《
か
ぼ
ち
ゃ
は
緑
黄
色
野
菜
の
王
様
！
》

　

か
ぼ
ち
ゃ
は
畑
で
完
熟
す
る
の
を

待
っ
て
収
穫
し
ま
す
。
食
卓
に
あ
が
る

直
前
ま
で
、
た
っ
ぷ
り
と
太
陽
の
光
を

浴
び
て
い
る
の
で
、
甘
さ
も
栄
養
価
も

抜
群
で
す
。
カ
ロ
テ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
も
豊
富
に
含
む
緑
黄
色
野

菜
で
す
。

（
※
こ
の
レ
シ
ピ
は
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ

ん
の
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
で
す
）

生
活
習
慣
改

善
指
導
や
健

康
ク
ラ
ブ
に

申
し
込
み
、

保
健
師
や
栄

養
士
と
一
緒

に
生
活
の
見

直
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。
保
健
指
導
を
す
る
な
か

で
、
運
動
不
足
や
食
べ
す
ぎ
な
ど
の

改
善
点
が
見
つ
か
り
、
生
活
習
慣
を

　

タ
バ
コ
は
よ
く
知
ら
れ
る
肺
ガ
ン

だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
ガ
ン
の
発

生
を
ふ
や
し
ま
す
。
ま
た
、
心
筋
梗

塞
や
脳
梗
塞
な
ど
の
血
管
病
、
さ
ら

に
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
い
う
肺
の
病
気
を

ひ
き
起
こ
す
な
ど
「
日
本
人
の
最
大

の
死
因
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

石
岡
市
医
師
会
で
は
、
タ
バ
コ
が

も
た
ら
す
人
体
へ
の
影
響
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
健
康

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
今
回

は
二
人
の
先
生
の
講
演
と
、
落
語
家

の
桂
文
楽
師
匠
の
落
語
を
お
楽
し
み

い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ま
お
誘
い
あ

わ
せ
の
う
え
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
11
月
８
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
20
分

【
場
所
】
中
央
公
民
館　

大
講
堂　

　
　
　
　
（
八
郷
総
合
支
所
隣
り
）

【
講
演
】

・「
ニ
コ
チ
ン
依
存
を
考
え
る

－

今

　

知
っ
て
ほ
し
い
タ
バ
コ
の
真
実
」

　

真
壁
医
師
会
副
会
長
・
平
間
病
院

　

院
長　

平
間
敬
文
先
生

・「
タ
バ
コ
と
歯
周
病

－

歯
周
病
か

　

ら
生
活
習
慣
病
へ
の
危
機
」

　

県
歯
科
医
師
会
理
事
・
無
煙
世
代

　

を
育
て
る
会
講
師　

渡
辺
進
先
生

※
講
演
後
は
落
語
家
・
桂
文
楽
師
匠

に
よ
る
落

語
「
た
ば

こ
の
悪
い

話
」
を
お

楽
し
み
く

だ
さ
い
。

【
参
加
費
】
無
料

【
定
員
】
６
０
０
人

【
申
込
方
法
】
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
講
演
終
了
後
、
質
問
を
受
け
付
け

ま
す
。

■
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
医
師
会
事
務
局　

☎
２
３
・
９
８
８
６　

ＦＡＸ
２
３
・
８
５
７
１

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
２
４
・
１
３
８
６　

ＦＡＸ
２
４
・
４
６
３
８

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
４
３
・
６
６
５
５　

ＦＡＸ
４
４
・
１
４
９
２

生
活
習
慣
病
予
防
対
策
推
進
事
業

 11 月 8 日
       健  康
  フォーラム

今
知
っ
て
ほ
し
い

　
　

タ
バ
コ
の
真
実
！

改
善
し
た
こ
と
で
体
重
が
減
っ
た
と

い
う
方
も
い
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
通
信
が
届
い
た
方
は
、
保

健
指
導
を
受
け
て
生
活
を
見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

２５　広報いしおか　№７４
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新
し
く
展
示
し
ま
し
た
④

 

　

丸
山
古
墳
の

            　
「
鉄て

つ
や
り槍
」

　

前
回
ま
で
は
中
央
公
民
館
に
新
し

く
展
示
し
た
資
料
を
紹
介
し
て
き
ま

し
た
。
今
回
は
以
前
か
ら
展
示
し
て

い
ま
し
た
が
、
最
近
の
研
究
で
新
発

見
の
あ
っ
た
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
丸
山
古
墳
か
ら
出
土
し

た
「
鉄
槍
」
で
す
。
丸
山
古
墳
は
以

前
に
も
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
取
り
上
げ

ま
し
た
が
、
八
郷
地
区
高
友
に
あ
る

古
墳
で
、
昭
和
27
年
に
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
鏡
や

刀
剣
、
玉
な
ど
豊
富
な
副
葬
品
が
出

土
し
、
約
１
７
０
０
年
前
に
造
ら
れ

た
、
八
郷
地
区
の
最
初
の
王
墓
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

今
回
取
り
上
げ
る
「
鉄
槍
」
も
、

そ
の
と
き
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た

も
の
で
す
が
、
こ
れ
は
発
掘
調
査
以

来
、「
鉄
剣
」
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
近
年
の
研
究
に
よ

っ
て
、
こ
れ
は
柄
の
部
分
が
短
く
、

敵
を
切
る
の
に
適
し
た
「
剣
」
と
い

う
よ
り
も
、
柄
が
長
く
、
敵
を
突
く

の
に
適
し
た
「
槍
」
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ

の
作
り
方
、

特
に
柄
と
本

体
と
の
装
着

方
法
を
見
る

と
、
非
常
に

複
雑
な
技
法

で
装
着
に
さ

れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、

そ
の
技
法
は
奈
良
県
で
出
土
し
て

い
る
も
の
と
よ
く
似
て
お
り
、
奈

良
県
で
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

も
の
で
し
た
。

　

つ
ま
り
、
当
時
の
中
心
地
で
あ
っ

た
奈
良
県
で
作
ら
れ
た
槍
が
、
丸
山

古
墳
に
埋
葬
さ
れ
た
王
に
与
え
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　

丸
山
古
墳
に
埋
葬
さ
れ
た
王
は
、

八
郷
地
区
を
治
め
る
に
あ
た
っ
て
、

当
時
の
権
力
者
か
ら
、
い
わ
ば
「
お

墨
付
き
」
を
も
ら
っ
て
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

▲延暦十五年二月二とかかれています

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス

石
岡
市
国
府
三
丁
目
１-

16　

☎
２
７
・
５
１
７
１

開
館
時
間
：
午
前
10
時
〜
午
後
８
時　

休
館
日
：
木
曜
日

☆
11
月
の
コ
ミ
�
ニ
テ
�
…
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

◆
親
子
で
手
遊
び
歌
を
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

◆
折
り
紙
教
室　
　
　
　

29
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
〜

◆
育
児
サ
ー
ク
ル（
わ
ん
に
ゃ
ん
キ
ッ
ズ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毎
週
火
曜  

午
前
10
時
30
分
〜

◆
心
と
体
の
健
康
相
談
・
お
し
ゃ
べ
り
交
流
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毎
週
水
曜  

午
前
10
時
〜

◆
日
本
語
教
室　

 

毎
週
金
曜  

午
前
10
時

◆
ち
り
め
ん
小
物
つ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
日
・
15
日
（
土
）
午
前
11
時
〜

駐
車
場
は
、
ま
ち
か
ど
情
報

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
（
向
か
い

側
）・
市
営
駐
車
場
を
利
用

く
だ
さ
い
。

　

ロ
ー
カ
ル
線
の
映
像
を
曲
と
共
に
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
、
気
分
は
い
つ
し
か
旅
人
へ
と
…
…
。

日
時　

11
月
23
日
（
日
）　

午
後
２
時
〜

出
演　

栗
田　

喜
弘
・
高
橋　

豊
一

曲
目　

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲 （
足
尾
線
ほ
か
）

秋
色
・
唄
の
旅 

in 

石
岡

 

ま
ち
か
ど
音
楽
祭　

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

ミニギャラリー
第
８
回
「
市
内
高
等
学
校
合
同
作
品
展
」

　

12
月
に
、
市
内
４
校
に
よ
る
作
品
展
を
開
催
し

ま
す
。
詳
細
は
、
市
報
12
月
１
日
号
に
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

11
月
22
日
（
土
）
〜
12
月
２
日
（
火
）

鈴
木
英
子
の

「
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
展
」

丸山古墳の鉄槍

パ
ソ
コ
ン
で
作
る
年
賀
状
教
室

日
時　

11
月
18
日
（
火
）・
30
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
３
時
・
午
後
３
時
〜
５
時

※
４
回
実
施
し
ま
す
の
で
、
都
合
の

よ
い
日
時
を
選
ん
で
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

１
０
０
０
円

定
員　

各
５
名
（
要
予
約
）

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室

Ｘ
マ
ス
バ
ー
ジ
ョ
ン

日
時　

11
月
16
日
（
火
）　

午
後
１
時
〜
３
時

参
加
費　

３
０
０
０
円　

定
員　

15
名
（
要
予
約
）

申
込
締
切　

11
月
10
日
（
月
）

11
月
1
日
（
土
）
〜
18
日
（
火
）

「
な
ご
や
か
石
岡
ち
ぎ
り
絵
展
」

　

お
馴
染
み
に
な
り
ま
し
た
「
ち
ぎ
り
絵
展
」
も
、

今
回
で
第
３
弾
に
な
り
ま
す
。
ど
ん
な
大
作
が
登

場
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

綿
入
れ
の
温
も
り
と
懐
か

し
さ
を
伝
え
た
い
。

好評開催中！

時
の

記
憶

広報いしおか　№７４　２６

毎月第１水曜日
バザール開催中！



図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館 

中
央
図
書
館
２
階

《
11
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
１
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

《
11
月
の
お
は
な
し
会
》

・
15
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

中
央
公
民
館
和
室

《
11
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
８
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校
中

学
年
ぐ
ら
い
ま
で
で
す
。
ま
た
、

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
出
で
く

だ
さ
い
。
い
ず
れ
も
時
間
は
約
30

分
で
す
。

３・４
10・17
23～25

  11 月

【休　館　日】

 12月
１・８
15・22
　23  
29～31   

◆
日
時　

12
月
25
日
（
木
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
15
分
〜
正
午

◆
会
場　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館

　
　
　
　

３
階
読
書
室

◆
講
師　

有
田
道
子
さ
ん

　
　
　
　
（
つ
く
ば
市
在
住
）

◆
内
容　

読
み
聞
か
せ
、
魔
女
の
ほ

　
　
　
　

う
き
作
り
な
ど

◆
対
象　

小
学
生
以
上

※
大
人
だ
け
の
参
加
は
、
遠
慮
願
い

ま
す
。

◆
定
員　

50
人
（
保
護
者
含
む
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◆
申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
間
（
休
館
日
を
除
く
）　

11
月
18
日
（
火
）
〜
12
月
12
日
（
金
）

☎
２
４
・
１
５
０
７

《
魔
女
お
ば
さ
ん
と
遊
ぼ
う
》

〜
魔
女
お
ば
さ
ん
か
ら
の
プ　

レ
ゼ
ン
ト 

参
加
者
募
集
〜

11月 15・16日　東地区公民館まつり
 

■問い合わせ  
　東地区公民館  ☎26-6503

◆期　日　11月15日（土）10：00～16：00
　　　　　11月16日（日）      9：00～15：30
◆場　所　東地区公民館
◆内　容　同好会会員や公民館主催事業講座生の
        　　  作品展示と実技発表
◆日　程　・15日（土）
　　　　　　◇実技発表　10：20～12：30
　　　　　　　大正琴・民謡・太極拳・すみれコーラス　
　　　　　　　フラダンス
　　　　　　◇バザー、陶芸・洋裁作品展示
　　　　　　◇囲碁会　13：00～
　　　　　・16日（日）
　　　　　　◇実技発表　10：10～11：30
　　　　　　　オカリーナ・竹桐会（邦楽）・フラダンス
　　　　　　◇お茶席　　10：00～

《
第
29
回
読
書
感
想
画
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
者
》

　

10
月
18
日
、
中
央
図
書
館
で
読
書

感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
小
学
１
年
生
か
ら
３
年
生

の
応
募
作
品
２
８
４
点
か
ら
、
次
の

方
が
入
賞
し
ま
し
た
。

【
市
長
賞
】

　

加
藤　

雅
大
（
東
小
１
年
）

　

平
山　

佳
織
（
府
中
小
２
年
）

　

藤
井　

陽
美
（
府
中
小
２
年
）

　

津
賀　

春
乃
（
三
村
小
２
年
）

　

鈴
木　

紘
子
（
瓦
会
小
２
年
）

　

川
北　

綾
音
（
石
岡
小
３
年
）

　

前
野
今
日
香
（
石
岡
小
３
年
）

　

相
川　

円
香
（
東
小
３
年
）

　

大
星
聡
一
郎
（
東
小
３
年
）

　

津
賀　

夏
輝
（
三
村
小
３
年
）

【
教
育
長
賞
】

　

山
梨　

海
翔
（
南
小
１
年
）

　

藤
井　
　

翔
（
府
中
小
２
年
）

　

福
田　

隼
翔
（
高
浜
小
２
年
）

　

山
中
ほ
の
か
（
高
浜
小
２
年
）

　

杉
嶋　
　

遥
（
南
小
２
年
）

　

橘
田　

花
梨
（
石
岡
小
３
年
）

　

酒
井　
　

蓮
（
石
岡
小
３
年
）

　

勝
田　

真
央
（
府
中
小
３
年
）

　

植
田　

尚
那
（
杉
並
小
３
年
）

　

野
村　

侑
平
（
葦
穂
小
３
年
）

【
図
書
館
長
賞
】

　

山
本　
　

華
（
石
岡
小
１
年
）

　

小
松
崎
瑞
貴
（
関
川
小
１
年
）

　

櫻
井
唯
千
香
（
石
岡
小
２
年
）

　

荒
木　

梨
花
（
杉
並
小
２
年
）

　

深
作　

和
寿
（
東
成
井
小
２
年
）

　

飯
野　
　

育
（
柿
岡
小
２
年
）

　

山
中　

美
侑
（
柿
岡
小
２
年
）

　

根
本
智
恵
理
（
府
中
小
３
年
）

　

田
口　

和
哉
（
関
川
小
３
年
）

　

柏
木　

健
人
（
恋
瀬
小
３
年
）

２７　広報いしおか　№７４



　　　　　　　　　　　

　 　 　 　 　

ハーモニーコーナー
か
が
や

き
の　
未来を拓

ひら

く

　男
ひ
と
と
女 ひ
と

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ぜ
ひ
相
談
く
だ
さ
い
。

■
市
役
所
１
階 

相
談
室
（
毎
週
木
曜
日
）

■
八
郷
総
合
支
所
１
階 

相
談
室
（
今
月
は
11
月
25
日
（
火
））

問
い
合
わ
せ
・
相
談
予
約
先　

市
役
所 

企
画
課 

男
女
共
同
参

画
担
当　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

女性のための
困りごと相談

ま
ち
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
参
加
者
募
集

　

市
で
は
、
第
４
回
「
さ
わ
や
か
ハ
ー
モ

ニ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
と
し
て
、
公
開
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

元
日
本
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
、
日

テ
レ
イ
ベ
ン
ツ
常
務
取
締
役
、
日
テ
レ
学

院
学
院
長
の
石
川
牧
子
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
の
豊
富
な
経

験
や
、介
護
体
験
を
通
し
て
見
つ
め
た
「
自

分
ら
し
く
生
き
る
」
こ
と
に
つ
い
て
、
講

演
い
た
だ
き
ま
す
。ぜ
ひ
、参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
29
日
（
土
）　

　
　
　
　

午
後
３
時
〜
５
時

　

古
墳
時
代
か
ら
近
世
江
戸
と
の

流
通
で
栄
え
た
時
代
ま
で
、
時
間

移
動
の
小
さ
な
旅
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
今
回
は
、
高
浜
・
三

村
・
関
川
方
面
を
巡
り
ま
す
。

◆
日
時　

11
月
26
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　

※
雨
天
決
行

◆
出
発
（
正
面
玄
関
前
集
合
）

八
郷
総
合
支
所　

午
前
９
時

市
役
所
本
庁
舎　

午
前
９
時
30
分

◆
訪
問
地
（
予
定
）

　

金
剛
院
↓
田
崎
遺
跡
発
掘
現
場

↓
舟
塚
山
古
墳
↓
高
浜
神
社
↓
爪

書
阿
弥
陀
堂
↓
関
川
地
内
大
人
形

↓
盛
賢
寺
↓
常
春
寺
↓
岩
屋
不
動

◆
参
加
費
用　

１
５
０
０
円（
昼
食

代
と
し
て
当
日
お
預
か
り
し
ま
す
）

◆
申
込
方
法　

電
話
で
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
乗
車
場
所
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
間

　

11
月
10
日
（
月
）
〜
18
日
（
木
）

◆
募
集
人
員　

20
名
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

◆
そ
の
他　

歩
き
や
す
い
服
装
・

靴
で
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所 

企
画
課 

　
　
　

男
女
共
同
参
画
担
当

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
２
２
）

●
主
催　

石
岡
市

※
ま
ち
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
は
、「
石

岡
ハ
ー
モ
ニ
ー
ネ
ッ
ト
」
と
の
協

働
事
業
で
す
。

　

石
岡
ハ
ー
モ
ニ
ー
ネ
ッ
ト
は
、

食
・
子
育
て
・
国
際
交
流
・
情
報

発
信
・
環
境
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
市
内

グ
ル
ー
プ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、

ま
ち
の
活
性
化
を
目
指
し
、
男
女

共
同
参
画
の
視
点
か
ら
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
て
い
ま
す
。

▲昨年の様子

「自分らしく生きる」

第4回  
さわやかハーモニーセミナー 公開講演会

石川 牧子

（演題）

講師

11月 29日

■
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
里
い
し
お
か

　
　
　
　

ひ
ま
わ
り
の
館

■
定
員　

２
０
０
名（
全
席
自
由
で
、

先
着
順
に
な
り
ま
す
）

■
参
加
費　

無
料

■
そ
の
他　

託
児
（
２
歳
〜
未
就
学

児
）
を
希
望
す
る
方
は
、
11
月
18
日

（
火
）
ま
で
に
、
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
役
所 
企
画
課 

男
女
共
同
参
画
担
当  

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

プロフィール……日本テレビアナウンサーとし
て活躍。アナウンス部長を経て、日テレイベン
ツ常務取締役、日テレ学院学院長に就任し、現
在に至る。
◇主な著書「お母ちゃんが起きられなくなった」
「言葉って生きているから面白い」など

広報いしおか　№７４　２８



東
光
台　

内
田
千
代
子

早
苗
田
に
神
の
ご
と
く
に
白
鷺
は

ふ
ん
わ
り
降
り
て
姿
写
せ
り

東
石
岡　

田
村　

満
佐

抜
群
の
切
れ
味
な
り
し
肥
後
守
共

に
称
へ
ぬ
店
主
も
吾
も

　
　
　
　
　
　

貝　

地　

鳥
羽　

  

孝

今
日
ひ
と
日
無
事
に
過
ご
し
て
床

に
つ
く
元
気
に
暮
ら
す
幸
せ
思
ふ

茨　

城　

大
澤　

酉
雄

朝
の
日
の
光
の
中
に
聞
き
し
蝉
夕

べ
木
陰
に
転
ぶ
を
見
た
り

東
光
台　

斉
藤　

茂
男

二
人
の
子
を
国
に
捧
げ
泣
か
ざ
り
し

母
敗
戦
に
お
よ
よ
と
哭
け
り

　
　
　
　
　

      

柴　

内　

 

羽
生　

  
俊

こ
の
夏
の
テ
レ
ビ
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
盛
大
に
秋
に
な
り
国
会
の
騒
ぎ

連
日

山　

崎　

荒
井　

幸
子

花
の
名
を
教
へ
く
れ
た
る
人
あ
り

て
心
癒
さ
れ
つ
つ
湿
原
の
旅

山　

崎　

田
口
三
倭
子

紐
つ
け
し
ま
ま
い
な
く
な
り
し
犬

を
捜
し
三
日
た
ち
嫁
が
抱
き
来
て

う
れ
し

山　

崎　

西
口
は
ま
子

満
月
に
誘

い
ざ
な

は
る
る
ご
と
八
輪
の
月

下
美
人
が
次
々
ひ
ら
く

　
　

短　
　

歌　
　

        

　
　
　
　
　
　

  

茨　

城　

 

鈴
木　

  

緑

死
語
と
な
る
か
「
祖
国
」
な
る
文

字
か
み
し
め
る
六
十
三
回
目
の
敗

戦
記
念
日

    

市
民
ず
い
ひ
つ

　
　

俳

句
国　

府　

大
場　

和
子

た
ま
し
ひ
の
抜
け
て
海く

ら
げ月

に
な
り

に
け
り

東
光
台　

野
村　

洋
子

秋
暑
し
立
居
に
老
い
の
ひ
た
ひ
た
と

総　

社　

一
色
し
の
ぶ

地
の
神
に
お
し
だ
さ
れ
蝉
な
き
や

ま
ず

　
　
　
　
　
　

茨　

城　

伊
藤　

  

誠

生
と
死
の
い
き
交
ふ
時
や
蝉
の
殻

府　

中　

土
井　

湧
輔

丸
腰
の
体
張
っ
て
る
案
山
子
か
な

　
　
　
　
　
　

高　

浜　

羽
生　

  

傳

秋
灯
の
夜
の
静
け
さ
母
偲
ぶ

瓦　

谷　

石
田
誠
一
郎

文
月
や「
つ
く
ば
ね
」名
入
り
ボ
ー

ル
ペ
ン

川　

又　

川
又　

渓
二

大
旱
頼
み
の
雷
も
気
配
の
み

瓦　

谷　

山
崎　

景
子

職
退
へ
て
よ
り
の
寺
守
り
草
を
引
く

石　

岡　

荒
井　

敏
和

耳
を
う
つ
瀬
音
涼
し
き
森
の
中

文
芸
い
し
お
か

文
化
協
会
だ
よ
り

　

将
棋
部
（
石
岡
将
友
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本　

良
之

　

将
友
会
は
、
木
曜
日
を
除
く
毎
日
、

石
岡
将
棋
会
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
22
あ
る
将
棋
支
部
の
中
で
も
、

次
の
世
代
を
担
う
ジ
ュ
ニ
ア
の
育
成
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
先
輩
会
員
の
あ
た

た
か
い
指
導
が
、
近
年
成
果
を
あ
げ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
に
続
き
本
年
も
、
本
会
ジ
ュ
ニ

ア
会
員
が
県
代
表
に
な
り
『
小
学
生
名

人
戦
』『
小
学
生
倉
敷
王
将
戦
』『
中
学

生
選
抜
』『
高
校
竜
王
戦
』
の
全
国
大

会
出
場
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
17
・
18
年
度
の
二
か
年

間
、
文
化
庁
委
嘱
事
業
と
し
て
『
伝
統

文
化
石
岡
こ
ど
も
将
棋
教
室
』
を
年
間

20
回
開
催
。
更
に
、
市
内
東
小
学
校
の

地
域
交
流
ク
ラ
ブ
に
て
将
棋
指
導
等
の

教
育
活
動
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

一
昨
年
移
転
し
、
少
し
手
狭
に
な
っ

た
会
館
で
す
が
、
毎
日
自
転
車
で
通
っ

て
く
る
最
長
老
の
小
貫
翁
（
93
）
か
ら

小
学
一
年
生
の
岩
堀
匠
君
ま
で
、
将
棋

盤
を
は
さ
ん
で
、
年
代
を
越
え
た
楽
し

い
交
流
、
将
棋
文
化
の
確
実
な
継
承
が

日
々
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

巨
人
伝
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　

打
田　

昇
三

　

石
岡
市
史
が
伝
え
る
「
龍
神
山
と

茨
城
童
子
」の
鬼
こ
と
茨
城
童
子
は
、

人
間
を
捕
え
て
腰
の
巾
き
ん
ち
ゃ
く
着
袋
に
入

れ
大
石
の
根ね
つ
け付
で
留
め
て
い
た
程
の

大
男
だ
が
図ず
う
た
い体
の
割
に
は
弱
く
、
源

頼
光
が
征
伐
に
来
る
と
聞
い
た
だ
け

で
逃
げ
だ
す
独う

ど活
の
大
木
だ
っ
た
。

　

そ
の
頃
の
常
陸
国
は
長
官
が
村
上

天
皇
皇
子
の
昭
あ
き
ひ
ら平
親
王
だ
が
都
に
居

り
、
石
岡
に
は
常ひ
た
ち
の
す
け

陸
介
の
藤
原
信
通
が

赴
任
し
て
い
た
。
任
終
え
て
帰
ろ
う
と

し
た
時
に
春
の
嵐
で
海
が
荒
れ
東
西

の
浜
（
不
明
）
に
は
巨
人
の
死
体
が
漂

着
し
た
。
鮫
に
食
わ
れ
て
は
い
た
が
体

つ
き
は
女
性
だ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
話

は
「
今
昔
物
語
集
」
に
あ
る
。

　
「
常
陸
国
風
土
記
」
に
は
龍
神
山

に
伝
わ
る「
晡く
れ
ふ
し
や
ま

時
臥
山
の
蛇
神
伝
説
」

の
前
に
、
貝
塚
に
ま
つ
わ
る
「
大
櫛

の
丘
」
の
巨
人
伝
説
が
あ
り
足
跡
が

人
間
の
30
倍
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

佐
渡
島
な
ど
日
本
海
に
面
し
た
海
岸

に
大
陸
か
ら
巨
人
が
漂
着
し
た
話
は

聞
く
の
だ
が
太
平
洋
側
は
ど
う
な
の

か
？

　

日
本
の
歴
史
は
王
権
争
い
の
度
に

書
き
換
え
ら
れ
真
実
は
伝
え
ら
れ
て

い
な
い
が
、
ど
う
も
天
智
天
皇
時
代

の
「
白は
く
す
き
の
え

村
江
の
敗
戦
」
で
第
二
次
世

界
大
戦
後
の
よ
う
に
大
陸
か
ら
進
駐

軍
が
来
た
ら
し
い
。

　

巨
人
と
言
う
の
は
大
げ
さ
だ
が
、

大
陸
系
の
大
男
大
女
が
日
本
に
来
て
い

た
可
能
性
は
あ
る
。　

       

俚　
　

謡　

総　

社　

鈴
木　

虚
心

暑
い
夏
場
は　

地
獄
の
責
め
苦

　

お
い
ら
芝
居
の　

馬
の
脚

国　

府　

篠
塚　

あ
い

暑
い
夏
に
も　

別
れ
を
告
げ
て

　

実
り
豊
か
な　

秋
を
待
つ

国　

府　

篠
原
美
千
代

続
く
残
暑
に　

見
上
げ
る
空
は

　

雨
の
来
そ
う
な　

雲
も
な
い

府　

中　

稲
田　

す
み

海
の
思
い
出　

語
ら
う
子
等
の

　

顔
に
日
焼
け
が　

ま
だ
残
る

東
石
岡　

惣
野
代
英
子

残
暑
汗
し
て　

稲
穂
の
中
に

　

野
良
着
姿
の　

母
の
秋

杉　

並　

助
川　

浩
史

記
憶
残
し
て　

感
動
く
れ
た

　

北
京
五
輪
の　

熱
い
夏

下　

林　

加
藤　

弥
生

広
い
稲
田
に　

朝
霧
は
れ
て

　

黄
金
波
打
つ　

豊
の
秋

川　

又　

関　
　

清
志

忍
び
逢
う
夜
の　

恋
人
同
士

　

惜
し
む
別
れ
の　

裏
の
木
戸

下　

林　

関
口
み
ど
り

夜
勤
帰
り
が　

隣
人
愛
に

　

か
け
る
一
声　

老
の
家

下　

林　

額
賀　

力
江

霧
と
霧
と
が　

重
な
り
合
っ
て

　

深
い
思
い
の　

恋
二
人
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第８回全国こども陶芸展inかさま

　全国の小中学生を対象とした「第８回全国こども陶芸展
in かさま」（茨城新聞社、笠間市などが主催）において、市
内の小学生が、Ａ部門（小学 1 ～ 3 年生）とＢ部門（小学
４～６年生）で特別賞に輝きました。

●Ｂ部門
　茨城県教育長賞
　「そうめん、たーべよう。」
青木 裕子さん（石岡小５年）

●Ｂ部門
　茨城工芸会長賞
　「未来の私の足」
柏
かしわぎ

木 未
み く

来さん（恋瀬小６年）

美　術　館

●Ａ部門
　茨城県陶芸美術館長賞
　「お花畑のベンチ」
柏
かしわぎ

木 咲
さ き

希さん（恋瀬小２年）

●Ｂ部門
　文部科学大臣奨励賞
　「今日は楽しい眼科検診 !!」
髙
たかひら

平 果
か ほ

歩さん（恋瀬小５年）

●小学部入賞
彫刻「ゴウヤ」
青
あ お き

木 裕
ゆ う こ

子さん
（石岡小５年）

第58回 学展 ＝学生美術の祭典＝
　学生の美術振興を目的に、初代会長 故・安井曾太郎氏、故・西
田信一氏ら 8 人により設立され、美術協議のグランドとして知ら
れる「学展」に、市内の小学生が見事入賞を果たしました。

　
わが家の

アイドル

　　　　　　　　　　　　川　又
『わが家のアイドル
たっくん・ほのちゃん♥』　

川又　 拓
た く ま

茉ちゃん（３才）左

　　   萌
ほ の か

香ちゃん（８か月）右

　　　　　　　　　　　　北根本
最近、声を出してたくさん笑うよ
うになりました。　
パパ・ママから　これからもたく
さん笑顔を見せてね。

髙﨑　航
こ う た ろ う

太朗ちゃん（４か月）　

　わが家のアイドル（小学生未満）を
募集しています！ お子さんの成長の
記念にいかがですか？
　掲載を希望する方は、問い合わせく
ださい。
● 問い合わせ　市役所 秘書広聴課
    ☎ 23-1111（内 212）
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